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現況について松村社長は、 ｢現
在当社は、 佐世保本社をはじめ、
福岡 ･長崎に 2拠点ずつ、 佐賀に

1拠点の支店 ･営業所を設け、 長
崎県全域と北九州を除く福岡県全
域、 佐賀県西部を主な商圏と し
て、 木造 ･ コ ンクリート住宅の設
計 ･建設 ･販売、 土地の販売開発、
不動産業を行 っています。 現在-
般のお客様向けの住宅としては、
木造住宅が圧倒的に多く、 施工全
体のおよそ 8割を占めており、 残
りを民間アパー トや個人のコ ンク
リ - ト住宅が占めています。 福岡
進出は平成伍年からですが、 現在
では前原市や糟屋郡を中心に年間
50棟近い施工実績があります。 ま
た、 平成17年に福岡市に開設しま
した｢永代ハウジングパビリオン｣
は、 外観はコ ンクリートですが、
中に は↑00年以上前の建物に使わ
れていた古材を使った部屋や茅葺
屋根の茶室、 また、 八女の伝統工
芸館と提携して和紙の展示を行 っ
ている ほか、 沖縄や飛騨、 大川な
どの家具職人による手作り家具、
簑刻や版画などの展示をおこなっ
ております。｣ と話された。

｢平成 9年の消費税率 5 % 導入
の影響で、 それまで続いていた前
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　　　　 　　　　　永代ハウス (株) 代表取締役

永代ハウス (株)
◆代表取締役
◆資 本 金
◆創 業
◆事 業 内 容

◆従 業 員 数
◆本社所在地
◆支 店

松村 清一
40,000千円
昭和62年12月
造 ･コンクリート住宅の設計

テ ン ･

経営コンサ

昭和62年12月
平成元年 5月

ー沿革 -
永代ハウス (株)設立
早岐展示場開設、早岐支店開設
長崎支店 (現 : 長崎県央支店)
開設
本社ピル建築(元町)
新本社ピル完成 (松浦町)
関連会社永代商事(株)設立
ふじみ台団地257区画分譲開始
万津町に展示場オープン
佐賀支店開設
佐賀木造住宅展示場オープン
ケアハウス展示場 (ふじみ台)オ
ープン
長崎市に長崎支店を開設
佐賀支店 (蕪RC展示場)完成
福岡本部営業活動開始
福岡本部ハウジングパビリオン
新社屋開設オープン
福岡西営業所開設

65名
佐世保市松浦町 4 - l7
長崎支店
長崎県央支店
佐賀支店
福岡本部
福岡本部西営業所

･開発 ･販売 平成 2年 5月
･建設 平成 7年 9月
･土木) 平成 7年11月

平成 9年 4 月

マンション
ティング

平成10年 3月
平成10年8月
平成11年 4月

平成13年 4月
平成14年3月
平成博年11月
平成17年 3月

平成19年 5月

相浦出身の松村社長は、 工業高校で建築を学び、 技術者として建築会社に就職した。 その後住宅の
営業職を経験し、 27歳で新たな経験を積むべく転職し経営を学んだ。 この経験を活かし、 昭和62年12
月、 同じ会社に勤務していた 4人の同志と共に、 花園町において永代ハウス (株)を設立した。佐世保、
諫早地区を商圏に順調に業績を伸ばし、 平成 8年までは、 前年比増の売り上げを続けた。 しかし、 平
成9年の消費税率 5 % 導入の影響を受け、業績が伸び悩んだ。 これを機に、 時代を生き抜くために会
社がすべきことを模索し、 オンリーワンの技術と人材の育成に取り組み、 現在の事業の柱となる、 木
造にこだわった家造りにたどり着いた。 現在商圏は長崎県、 佐賀県、 福岡県に拡大し、 平成19年には
創業20周年を迎えた永代ハウス (株)。 今回は松村社長に話を伺った。

6拠点で展開する住宅事業

オ ンリーワ ンの技術で
苦境を切り抜ける

……… ･ ‐囮圈固唾贈踞扇輻崗……… ･ ･

産業雇用安定センターでは、 人材の確保 ･ 従業員の再就職を支援しています
◆業務量の一時的な減少のため、 出向により従業員の雇用を確保したいとき
◆事業の拡大 ･欠員補充等による人員確保を行いたいとき
◆事業の整理 ･縮小等に伴い、 人員削減せざるを得ないとき

財団法人
産業雇用安定センター長崎事務所

〒850一 0057 長崎市大黒町9 - 22
(電話) 095一 826 - 5626 htt :

大久保大黒町ビル5 F
http : //W W W .sa n gyo ko yo .o r.jp/
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物志向の木造住宅
と人材を活かして ~

永代八 lウス G引長)
年比増の売り上げに落ち込みが生
じました。 その際、 当社がこれか
ら生き残っていくためには何をす
べきなのかを模索しました。 そし
て、 知人の助言から当社に今後必
要なのはオンリーワンの技術と人
づくりであると考え、 ます平成↑0
年よりコ ンクリート住宅の建設を
開始し ま し た。 しかし、 コ ン ク
リート住宅は、 建物自体が大型に
なるため、 限られた客層となり、
受注件数の伸びには至りませんで
したが、 結露する と いうコ ンク
リートの欠点を見直し、 構造はコ
ンクリートで内装が無垢材という
木装コ ンクリー ト住宅を建設した
と こ ろ、 県内で好評であ ったた
め、 これを足がかりに福岡へ進出
しました。 また、 受注の 8割がお
客様からの紹介という東北の住宅
会社を参考に、 本当のオンリーワ
ンとは何かを考え、 住宅建設の基
本にかえり、 日本の気候に適した
木造住宅を、 昔ながらの技術で作

り上げることを目指しました。 そ
こから天然素材を活かした木造住
宅の建設を始め、 現在では受注も
好調でお客様の方から見学に来て
いたたくようになり、 受注単価も
以前より上がる結果となり まし
た。｣

｢当社の人材育成は、 o ff‐ JT
(職場外教育)と 0 JT (職場内教育)
の 2つに分け実施しています。 昇
格の際には社外での研修を実施し
ていますが、 その他の場合は、 主
に社内での各部署毎の会議や研修
を活用しております。 社会人とし
ての教育は勿論ですが、 人として
の教育にも力を入れております。
物事は、 個々人の判断基準で答え
が変わ っ てきますので、 個人の過
去の経験だけで判断していくので
はなく、 会社の方針として意思統

ず ,

　　　 　
　　 　 　

本社屋

-した基準で判断出来るよう常に
指導しています。
今後の目標としては、 こうして
育てた社員が各支店で経験を積
み、 l人↑人が経営者としての自
覚で会社を成長させていく事を期
待しています。 販売面では、 ます
福岡圏域で年間↑00棟の施工を目
指し、 受注の安定を図 っ ていきた
いと考えております。 将来的には
九州外への進出も視野に入れ、 年
商60億の達成を目標として取り組
んで行きます。 そして、 若い人材
が会社をもり立て て いくための
バ ッ クア ップをしていきたいと考
えております。｣ と話された。

事業のみならす、 Y O SA K O -さ
せば祭りへの支援や周年行事とし
て植樹活動や老人ホームでのボラ
ンティ アも行うなど地域貢献にも
精力的な永代ハウス (株)。 今後の
活躍に期待したい。
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博多区にある永代ハウジ ングパビリオ ン パビリオ ン内の古材を使 った部屋
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.暑限認議貸1O O O 万円
禾り 彗医 : 年三2 .2 0 0でき平月戈 2 0 生E 12月 10 日現在E)
返 済 期 間 : 運転資金 5 年以内、設備資金 7年以内
、 担保 ･保証人 : 不要 (保証協会の保証も不要です) !

若い人材の育成で目指す
更なる事業の拡大
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